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「みんな」にとってやさしい社会って、 
どんな社会だろう？ 

みんなの中には、
いろんな「みんな」がいます

● 移動が大変な人がいます。 ● “どこに何があるか”が 
　 見えない人がいます。 

● 動作がゆっくりの人がいます。 ● ブザーやアナウンスが 
　 聞こえない人がいます。 
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みんなが、できるだけ不便や不自由をしないで、
行きたいところに気持ちよく行けるような
“バリアフリー社会” が求められています。

● 「バリアフリー」ってなに？ 

● 「障害の社会モデル」ってなに？

★ このことばも覚えよう！ ユニバーサルデザイン

「ユニバーサルデザイン」は、“年齢や性別、体力や障害のあるなし
に関係なく、どんな人にとっても使いやすくわかりやすいように、
まちや身の回りのものをデザインする” という考え方だよ。
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１．まちで見かけるバリアフリー 

誘導用ブロックエレベーター

スロープエスカレーター

１  駅などのバリアフリー 
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ホームドア自動券売機・精算機

さまざまな人にあわせた情報提供

改札口 トイレ



5 

鉄道のバリアフリー

船のバリアフリー

2  乗りもののバリアフリー 
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バスのバリアフリー

タクシーのバリアフリー

●優先席 
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2．「こころのバリアフリー」はじめの一歩 

「みんな」の「不便さ」は、 
機械や設備だけで解決するでしょうか？ 

●誘導用ブロックのうえに 
　かばんが… 
●誘導用ブロックのうえに 
かばんが… 

●エレベーターは「みんな」の 
　ためのものだけど… 
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　あなたが切符を買うのに券売機の使い
方がわからず手間取っていたら、後ろの
人から「早く」と言われたことはありま
せんか？ 

　気分が悪かったり、けがをして、電車
の中で立っているだけでつらい…そんな
とき、席をゆずってもらって、うれしか
ったことはありませんか？ 

★ あなたにも、こんな経験はありませんか？ 

その人の身になって考えてみましょう 

　困っているとき、こんなふうに声をかけられたら… 

●「どうしましたか？」●「手伝いましょうか？」
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お手伝いのときの心がまえ 
● まず、声をかけてみましょう ●

● 断られても、がっかりすることはありません 

● 相手が何を手伝ってほしいのかを聞きましょう 

● 決して無理はしないように 
  しましょう 

3．「お手伝いしましょうか？」 

●

●

●

何
か
お
手
伝
い

す
る
こ
と
は 

あ
り
ま
す
か
？ 

て
つ
だ 
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★ お年寄りへのお手伝い 

お手伝いのポイント 

階段の上り下りや、車両の乗り降りのとき、横
で軽く腕をささえてあげると、安全です。 

お年寄りをせかさないよう気をつけ
ましょう。 

はっきりした声でていねいに説明しましょう。 

階段や段差でのお手伝い きっぷ購入時のお手伝い 

ど
こ
ま
で

行
か
れ
ま

す
か
？ 

ど
こ
で
乗
り 

換
え
れ
ば
い
い

ん
だ
ろ
う…

 

い
く
ら
か
な
？ 

の 

か 
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★ 車いすの人へのお手伝い 

坂道やスロープでのお手伝い 

段差の越え方 

少しかがんで目線を
合わせて話すと、気持ちが伝わりやすくなります。 

車いすの人と一緒にエレベーターに乗るときは、その人を優先しましょう。

不安なときはまわりの人たちに協力してもらいましょう。 

お手伝いのポイント 

× ○ 
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★ 目の不自由な人へのお手伝い 

お手伝いのポイント 
まずは声をかけ、手助けが必要かどうかを確かめ
ましょう。

× × よくない説明 ○ 具体的でよい説明 

誘導するときはその人の半歩前に立ち、あなたのひじや肩をつ
かんでもらいましょう。

まわりの様子を伝えましょう。 

具体的にわかりやすく説明するようにしましょう。 

誘導のしかた 

せまい通路での誘導のしかた 

な
に
か
お
手
伝
い 

し
ま
し
ょ
う
か
？ 

ど
ち
ら
に 

行
か
れ
ま
す
か
？ 

あ
っ
ち
に 

あ
り
ま
す
よ
。 

電
話
は
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
？ 

電
話
は
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
？ 

右
に
５
ｍ
進
む
と

電
話
が
あ
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
け
れ
ば 

ご
案
内
し
ま
す
。 

で
ん
わ 

で
ん
わ 

す
す 

で
ん
わ 

あ
ん
な
い 

て
つ
だ 
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★ 耳の不自由な人へのお手伝い 

視界に入るようにしてゆっくり、
はっきりと話しかけましょう。

お手伝いのポイント 

事
故
の
た
め
、 

運
転
を
中
止 

い
た
し
ま
す
。 

道
が
わ
か
ら
な
い 

け
ど
、
聞
こ
え
な
い
し
、

伝
え
ら
れ
な
い
… 

困
っ
た
な
ぁ
。 

ど
う
し
ま
し 

た
か
？ 

ナ
ン
ダ
ナ
ン
ダ 

ど
う
し
た
ん
だ
？ 

申
し
訳
ご
ざ
い
ま 

せ
ん
が
、
書
い
て 

い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

じ　
こ 

う
ん
て
ん 

ち
ゅ
う
し
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4．バリアフリーのサイン・マーク 

ほじょ犬（身体障害者補助犬）マーク

オストメイトマーク

ハート・プラスマーク

マタニティマーク

ベビーカーマーク

障害者のための国際シンボルマーク

耳マーク

盲人のための国際シンボルマーク

ヘルプマーク

自動車の運転者が表示する標識
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